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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

　

み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
年
の
幕
開
け
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
は
町
政
へ

の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
景
気
の
回
復
傾
向
に
よ
り
日
本
経
済
復
活
へ
の
道
筋
が
つ
く
中
、
一
九
六
四
年
以
来
五
十
六
年
ぶ
り
二
回
目

と
な
る
、
二
〇
二
〇
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
決
定
、
十
二
年
ぶ
り
に
開
発
さ
れ
た
国
産
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト

の
打
ち
上
げ
成
功
、
ま
た
東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
被
災
地
の
人
が
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
、
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
の

日
本
一
な
ど
、
日
本
が
元
気
を
取
り
戻
す
兆
し
が
見
え
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

我
が
ま
ち
、太
子
町
に
お
い
て
は
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
多
目
的
交
流
広
場
（
愛
称

‥

い
き
い
き
交
流
広
場
）、ま
ち
づ
く
り
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
今
年
の
三
月
ま
で
に
は
、
町
立
山
田
小
学
校
体
育
館
、
町
立
中
学
校
給
食
実
施
に
向
け
た
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
が
完

了
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
学
生
ま
で
拡
大
し
た
通
院
費
医
療
助
成
や
集
団
検
診
の
実
施
な
ど
、
施
設
整
備
や
制
度
充
実
に
努
め
、
多
く
の
世
代
が

笑
顔
で
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
に
、
よ
り
変
化
を
遂
げ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
は
竹
内
街
道
が
敷
設
さ
れ
て
一
四
〇
〇
年
と
な
る
節
目
の
年
で
あ
っ
た
こ
と
で
、
新
た
に
「
太
子
観
光
ま
ち
づ
く
り
元
年
」
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
協
会
を
は
じ
め
多
く
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
が
一
体
と
な
っ
た
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
行
わ
れ
、

「
住
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
お
い
て
も
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

竹
内
街
道
は
、「
人
」、「
物
」、「
文
化
」
の
交
流
を
促
進
し
、
地
域
が
活
性
化
す
る
様
子
や
魅
力
あ
る
ま
ち
が
創
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
見
続
け
て

き
ま
し
た
。

　
「
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
、
住
み
続
け
た
く
な
る
ま
ち　

太
子
町
」
が
未
来
に
も
引
き
継
が
れ
る
よ
う
、
こ
の
街
道
が
見
守
る
中
、
先
人
た
ち
が

築
い
た
歴
史
の
足
跡
に
学
び
な
が
ら
、
今
す
ぐ
に
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
将
来
を
見
据
え
て
今
か
ら
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
的
確
に
捉
え
、
全
職
員
決
意
を
新
た
に
気
を
引
き
締
め
て
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
住
民
の
み
な
さ
ま
、
議
会
議
員
の

み
な
さ
ま
、
今
後
と
も
太
子
町
発
展
の
た
め
に
、
英
知
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
、
幸
多
き
年
と
な
る
よ
う
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
六
年　

元
旦

太
子
町
長　

浅
野　

克
己
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
お
正
月
ば
か
り
は
不
況

風
を
吹
き
飛
ば
そ
う
と
、
お
せ
ち
料

理
に
山
海
の
珍
味
を
盛
っ
て
贅
を
凝

ら
し
た
お
宅
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

ひ
と
昔
、
ふ
た
昔
前
と
比
べ
て
正

月
の
食
膳
も
随
分
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
高
タ
ン
パ
ク
質
の
食
材
が
増
え

た
の
は
正
月
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
お
か
げ
で
若
い
人
た
ち
の
身
体

の
伸
び
も
急
で
す
。
高
校
三
年
生
の

男
子
の
平
均
身
長
が
一
七
○
㎝
を
超

え
た
の
は
一
九
九
○
年
の
こ
と
で
し

た
。
明
治
初
期
の
日
本
人
男
子
の
平

均
身
長
は
一
五
五
・
三
㎝
だ
っ
た
の

で
す
か
ら
、
こ
の
百
二
十
年
の
間
に

一
五
㎝
も
伸
び
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

人
類
学
者
の
平
本
嘉
助
さ
ん
に
よ

れ
ば
、
江
戸
時
代
の
日
本
人
男
性
の

平
均
身
長
は
一
五
五
～
一
五
七
㎝
、

奈
良
・
平
安
時
代
の
男
子
の
平
均
身

長
は
一
六
二
～
一
六
三
㎝
で
、
古
墳

時
代
に
は
一
六
三
㎝
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
日
本
人
の
平
均
身
長
は
、
現
代

を
除
く
と
、
古
代
の
人
間
が
最
も
大

き
く
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
と
徐
々
に

小
さ
く
な
り
、
と
り
わ
け
江
戸
時
代

か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
頃
が
最

も
小
さ
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

最
近
の
博
物
館
の
展
示
で
、
古
代

の
人
々
の
食
事
を
再
現
し
た
も
の
を

よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
奈
良
時
代
の

長
屋
王
の
食
膳
な
ど
を
見
る
と
、
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
と
れ
て
い

て
、「
蘇
」
な
ど
と
い
う
、
今
の
チ
ー

ズ
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
あ
た
る
乳
製
品

を
は
じ
め
動
物
性
の
タ
ン
パ
ク
質
も

ふ
ん
だ
ん
に
食
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。

　

そ
れ
が
、
中
世
の
頃
か
ら
「
殺
生

禁
断
」
の
思
想
に
よ
っ
て
、
動
物
性

タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取
の
度
合
い
が

徐
々
に
減
っ
て
い
き
ま
す
。
歴
史
家

の
原
田
信
男
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
日
本

史
を
通
じ
て
食
肉
の
タ
ブ
ー
が
最
高

潮
に
達
し
た
の
は
江
戸
時
代
で
、
こ

の
傾
向
は
元
禄
期
に
著
し
く
な
る
の

だ
そ
う
で
す
。
肉
食
に
対
す
る
「
け

が
れ
」
意
識
の
広
ま
り
が
、
平
均
身

長
の
低
下
と
な
っ
て
表
れ
て
き
た
の

で
す
。

　

元
禄
期
と
い
え
ば
、
経
済
が
成
長

か
ら
停
滞
に
う
つ
る
曲
が
り
角
の
時

代
で
し
た
。
こ
れ
以
降
、
町
や
村
の

共
同
体
は
「
他
者
」
を
排
除
す
る
方

向
に
傾
き
、身
分
の
固
定
化
が
進
み
、

部
落
差
別
が
強
ま
り
ま
す
。
差
別
す

る
側
に
と
っ
て
、「
け
が
れ
」
の
観

念
は
都
合
の
い
い
論
理
と
し
て
機
能

し
た
の
で
す
が
、
こ
う
し
た
意
識
が

日
本
人
の
身
体
の
成
長
を
阻
害
し
て

も
き
た
の
で
す
。

　

今
の
時
代
に
も
経
済
の
停
滞
が
見

ら
れ
ま
す
。
経
済
格
差
が
新
た
な
階

層
を
生
む
よ
う
な
社
会
と
別
れ
、
今

こ
そ
私
た
ち
は
心
の
豊
か
さ
を
は
ぐ

く
む
社
会
を
求
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

身
体
の
成
長
に
と
っ
て
、「
け
が

れ
」
意
識
と
い
っ
た
偏
見
か
ら
の
脱

却
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
は
先
に
述

べ
た
と
お
り
で
す
が
、
心
の
成
長
に

と
っ
て
は
偏
見
の
打
破
こ
そ
が
最
重

要
の
鍵
と
な
り
ま
す
。
今
年
は
今
月

十
三
日
が
「
成
人
の
日
」
で
す
が
、

身
体
も
心
も
豊
か
に
育
っ
た
若
い
人

た
ち
の
晴
れ
の
姿
を
見
て
み
た
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

平成25年度太子町PTA連絡協議会講演会・太子町青少年健全育成推進大会

【と　き】１月18日（土）
午前10時～（開場　午前９時30分）

【ところ】町立万葉ホール
【入場料】無料
【主　催】太子町ＰＴＡ連絡協議会

太子町青少年問題協議会

あきらめない心　～失敗しない人間より、諦めない人間になる～

パフォーマー「ちゃんへん」による、世界最高峰の神技的パフォーマンス＆講演

パフォーマー　ちゃんへん
　京都出身の在日韓国人三世。
　中学２年生でパフォーマーをめざし、独学で技を学び１日８時間の練習を続け、
17歳でプロデビューを果たす。これまで60か国での講演を行っている。東京ディズ
ニーランドやユニバーサルスタジオともパフォーマー契約を結んでいる。

　国籍・いじめ・目標・夢・挑戦・栄光・・・
　　　　すべての過去を受け入れて、現在の自分と共に歩もう

人権コラム「よき日へ」

身体と心の成長を願って
大阪教育大学教職教育研究センター教授　島﨑　英夫
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　昨年（2013年）は、日本最古の官道である竹内街道・横大路（大道）が敷設されて1400年の節目の年でありました。
これを契機として、「歴史・文化を中心に竹内街道を盛り上げ、地域活性化につながれば・・・」と、府県の枠を超え
て12の自治体（大阪府・大阪市・堺市・松原市・羽曳野市・太子町・奈良県・葛城市・大和高田市・橿原市・桜井市・
明日香村）が一体となり、産学民と連携・協力しながら竹内街道・横大路（大道）とその周辺地域の魅力を再発掘し街
道を盛り上げました。
　また、本町でも、「太子町竹内街道1400年実行委員会」が立ち上がり、１年を通じてイベントなどで竹内街道を盛り
上げるとともに、町内外への情報の発信にも大きく貢献されました。

　昨年（2013年）は、日本最古の官道である竹内街道・横大路（大道）が敷設されて1400年の節目の年でありました。
これを契機として、「歴史・文化を中心に竹内街道を盛り上げ、地域活性化につながれば・・・」と、府県の枠を超え
て12の自治体（大阪府・大阪市・堺市・松原市・羽曳野市・太子町・奈良県・葛城市・大和高田市・橿原市・桜井市・
明日香村）が一体となり、産学民と連携・協力しながら竹内街道・横大路（大道）とその周辺地域の魅力を再発掘し街
道を盛り上げました。
　また、本町でも、「太子町竹内街道1400年実行委員会」が立ち上がり、１年を通じてイベントなどで竹内街道を盛り
上げるとともに、町内外への情報の発信にも大きく貢献されました。

竹内街道・横大路（大道）1400年の取り組み

　たいしくんも知っているとおり、実行委員会は、町のまちづくり団体で構成（14団体）され、日頃から地域の
活性化に取り組まれていることもあり、そのノウハウで大きな力添えを頂きました。「のぼり」や「横断幕」で
の竹内街道の情報発信、これにより町全体が竹内街道一色になったと住民の皆さんからもよく聞きました。
　４月には、太子聖燈会で実行委員会オープニングイベントとして、お隣の葛城市けはや相撲甚句会を招き「竹
内街道相撲甚句」を披露され、華やかなスタートを切って頂きました。

　敷設1400年のフィナーレにふさわしいイベントでしたね。共同宣言で
『次の100年に向けて広域的に様々な取り組みを進めていく』とあったよ
うに、これからも継続した取り組みを期待していますね。

　11月17日（日）、難波宮跡公園などで行われた「1400年祭」には、
寒い中約１万人の人が訪れてくれました。夕方の「大道燈火会」で
は、少し雨が降っていましたが竹内街道・横大路（大道）沿道自治
体を象徴した12のイルミネーションが1500年に向け、力強く輝か
しい消えることのない灯りを放ちました。まさしく「共同宣言」ど
おり、この取り組みが継続していくことを確認した瞬間でした。

　わかりました。頑張って取り組んでいきます。
　それはそうと、たいしくん、今月のタイトルが「敷設1400年を振り返って」ということで、本町の竹内街道
1400年実行委員会が企画・行った取り組みを紹介していきましょう。

　本当ですね。ぼくも２月に「竹内街道1400年ＰＲ大使」に任命されたこともあっ
て、参加した実行委員会の企画イベントには相当の思い入れがありまスイーツ。

▼

共同宣言

▲大道燈火会

▲実行委員会法被

▲ふるさと再発見絵画コンクール表彰式

「竹内街道敷設1400年 を振り返って・・・!」
かつみんとたいしくんの「竹内街 道敷設1400年通信」vol．11
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　実行委員会では、その他にも画期的なイベント企画をされました。「時代行列」、「リレーウォークでのおもて
なし」、「ふるさと再発見絵画コンクール」です。特に、時代行列は、太子町では初めてのイベントで、しかも他
の市町村で行われている時代行列とは大きく違う実行委員会独自の仕掛けがあったんですよ。

　そうでしたね。春先の雨の肌寒い中、多くの人の相撲甚句の力強い声への大きな拍手が印象的でしたね。また、
実行委員会の法被も雨を吹き飛ばす情熱的な赤色がとても印象的でしたよ。

　それは、かつみんも進めている「住民協働のまちづくり」にも関係があるんです
よね。時代行列の古代衣装や小道具は、住民の皆さんの手作り、参加者も住民の皆
さんでしたよね。

　え～！かつみんとぼくの1400年通信を楽
しみにしている人もいるのにぃ～！

　もちろんですぅ～！1400年通信ファンの
皆さん、次回会う日をお楽しみに！

　当日は、灯路祭りもあり約5,200人の人が楽しまれました。
その日に行われたリレーウォークでも約300人に“おもてなし”
ができ、竹内街道はもとより、太子町を皆さんに知って頂いた
大きな一日でした。今年も、竹内街道をとおして醸成されてき
た町への愛着や、まちづくりの機運などが萎んでしまわないよ
う、しっかりと継続して取り組んでいくことを約束します。
　と言いながら節目の1400年が１年過ぎたということで、私
たちの1400年通信は、今月で皆さんとしばらくお別れです・・・・・。

　皆さんにお伝えしたいことがあればまた登
場します。その時は、たいしくんも協力して
くださいね。

▼太子町竹内街道 1400 年実行委員会

▲けはや相撲甚句 ▲実行委員会法被

▲

横
断
幕
・
の
ぼ
り

▼古代衣装制作ボランティアの皆さん 時代行列

▲

リレーウォーク　おもてなし

▲

▲ふるさと再発見絵画コンクール表彰式

竹内街
道

竹内街
道

竹内街
道

「竹内街道敷設1400年 を振り返って・・・!」
かつみんとたいしくんの「竹内街 道敷設1400年通信」
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　12月１日（日）、クリーンキャンペーンを行いました。
　住民の皆さん、早朝よりご協力ありがとうございました。
　20年以上の年月を経て、クリー
ンキャンペーンは「まちを自らの
手で綺麗にする取り組み」として
町に根付いた清掃活動となってい
ます。

クリーンキャンペーン

　12月５日（木）、町立万葉ホールに、ちひろさんをお招きし、人権啓発推進大会が
行われました。
　今年は「ちひろ　トーク＆コン
サート　〜金子みすゞの心を歌う
〜」が行われました。
　会場は、ちひろさんの語りと朗
読を交えた歌声で、やさしい詩の
世界に触れることができました。

人権啓発推進大会　
ちひろ　トーク＆コンサート　〜金子みすゞの心を歌う〜

　11月22日（金）、地域安全センターの皆さんが、町立磯長小学校の「なかよし二上
遠足」で、子ども見守り活動を行いました。
　小学校から二上山雌岳頂上まで
のコースの危険箇所で、竹内街道
を歩く児童が交通事故に遭わない
ように、ＰＴＡの皆さんといっ
しょに見守りました。
　子どもたちが安全・安心に暮ら
せるように「地域でつくる安全・
安心の和」をみんなで拡げましょ
う。

地域安全センター活動

葛
城
市
主
催
小
学
生
相
撲
大
会
に
参
加

　

11
月
９
日（
土
）、
竹
内
街
道
敷
設
１
４
０
０
年
を
記
念
し
て
、
葛
城
市
相
撲

館
「
け
は
や
座
」
で
、
小
学
生
相
撲
大
会
が
行
わ
れ
、
竹
内
街
道
沿
道
の
市
町

村
か
ら
総
勢
40
人
の
小
学
生
力
士
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

太
子
町
か
ら
は
塚
本　

樹
君
、
森
永　

将
広
君
、
山
科　

将
由
君
の
３
人
が

参
加
し
、
そ
の
奮
闘
ぶ
り
に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
湧
き
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

11
月
５
日（
火
）、
町
立
磯
長
小
学
校
４
年
生
の
３
学
級
と
、
11
月
28
日（
木
）、

町
立
山
田
小
学
校
４
年
生
の
２
学
級
で
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
教
室
は
、
児
童
た
ち
に
他
人
へ
の
思
い
や
り
や
、
労
り
の
心
と
い
っ
た
人

権
尊
重
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
啓
発
活
動
で
す
。

　
「
い
じ
め
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ビ
デ
オ
鑑
賞
後
、
児
童
た
ち
が
身
近
な
問
題
と

し
て
真
剣
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

人
権
教
室

�



　

11
月
９
日（
土
）、
竹
内
街
道
敷
設
１
４
０
０
年
を
記
念
し
て
、
葛
城
市
相
撲

館
「
け
は
や
座
」
で
、
小
学
生
相
撲
大
会
が
行
わ
れ
、
竹
内
街
道
沿
道
の
市
町

村
か
ら
総
勢
40
人
の
小
学
生
力
士
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

太
子
町
か
ら
は
塚
本　

樹
君
、
森
永　

将
広
君
、
山
科　

将
由
君
の
３
人
が

参
加
し
、
そ
の
奮
闘
ぶ
り
に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
湧
き
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

11
月
５
日（
火
）、
町
立
磯
長
小
学
校
４
年
生
の
３
学
級
と
、
11
月
28
日（
木
）、

町
立
山
田
小
学
校
４
年
生
の
２
学
級
で
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
教
室
は
、
児
童
た
ち
に
他
人
へ
の
思
い
や
り
や
、
労
り
の
心
と
い
っ
た
人

権
尊
重
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
啓
発
活
動
で
す
。

　
「
い
じ
め
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ビ
デ
オ
鑑
賞
後
、
児
童
た
ち
が
身
近
な
問
題
と

し
て
真
剣
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　12月７日（土）、富田林市のエコー
ルロゼショッピングセンターで、歳末
防犯街頭キャンペーンが行われました。
　富田林警察署、南河内地区の防犯委
員の皆さんと一緒に、たいしくん、トッ
ピーも参加しました。
　安心安全で住みやすいまちになるよ
うに、いっしょに防犯チラシを配布し、
防犯対策を呼びかけてきました。

歳末防犯街頭キャンペーン

　12月は、「大阪府献血推進月間」です。
　この期間に合わせて、12月４日（水）、
太子町献血推進協議会会員の皆さんが、
近鉄上ノ太子駅前でポケットティッ
シュの配布を行い、献血への協力を呼
びかけました。
　いつでも患者さんに血液をお届けで
きるよう、献血のご協力をお願いしま
す。

献血キャンペーン

　少し寒かったですが、たくさんの子ども達
が遊びに来てくれました。
　お母さん達がアンパンマンの顔を落ち葉で
作ったり、ボランティアの人達は、どんぐり
でお人形やコマ、竹の太鼓を作ったりと大活
躍でした！
　たいしくんも遊びに来てくれて、青空のも
と、一緒に踊ったり歌ったり楽しみました。

青空ｇｏ！ｇｏ！広場

　11月27日（水）、町内の主要幹線道路を中心
に、ＮＴＴ西日本株式会社、関西電力株式会社、
富田林警察署、大阪府富田林土木事務所の協力
を得て、不法看板の撤去作業を行いました。
　道路の歩道柵や電柱などに、無断で貼られた
はり紙や看板などは、まちの景観を損ない、通
行の妨げになる恐れがあるため、今後も引き続
き撤去作業を進めていきます。

不法看板撤去

　11月18日（月）、太子・和みの広場で、「青空ｇｏ ! ｇｏ ! 広場」を行いました。

�



太子町まちづくり観光交流センター
をご利用ください

　太子町まちづくり観光交流センターは、住民のみなさまのまちづくりにつ
ながる各種活動を支援し、交流を促進することを目的とした施設です。
　会議室、調理室などのお申込み受け付け期間は、ご利用予定日の３か月前
〜５日前です。
　使用許可書をお渡しする際に、使用料のお支払いをお願いします。
　１階の交流スペースは、みなさまが自由に出入りし、活用して頂ける部屋
です。
　お申込みも必要ありませんので、ちょっとした打合せや待ち合わせなど、
住民のみなさまのつどいの場としてご利用ください。
　みなさまの積極的な活用をお待ちしています。
【利用時間】
●交流スペース　午前９時〜午後５時
●研修室・会議室・調理室
　　　　　　　　午前９時〜午後９時
◆問合せ　
　にぎわいまちづくりグループ　
　☎98-5521

◆�

第
26
回
全
日
本
障
が
い
者
ラ
イ
フ
ル

射
撃
競
技
選
手
権
大
会

　

ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル　

ヒ
ジ
撃
ち
部
門　

第
１
位

　

ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル　

自
由
撃
ち
部
門　

第
１
位

　

東　

宏

◆
青
少
年
育
成
大
阪
府
民
会
議

　

平
成
25
年
度
青
少
年
賞（
個
人
）

　

太
子
町
リ
ー
ダ
ー
会　

中
屋　

有
希

太子町観光・まちづくり協会
ホームページ開設！！

　かねてより準備を進めていた、太
子町観光・まちづくり協会のホーム
ページが完成しました。
　太子町のさまざまな観光情報や、
季節行事の案内など、どんどん発信
していきます。
　また、インターネットを介して直
接注文できる特産品ショップも導入
しています。どうぞご覧ください。
○ホームページアドレス
　http://www.taishi-kankou.jp
◆問合せ
　太子町観光・まちづくり協会事務局
　☎21-5798

◆
南
河
内
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
大
会　

　

優
勝

　

太
子
中
野
球
部

◆
２
０
１
３
府
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

６
人
制
一
般
男
子
Ｂ
ゾ
ー
ン　

準
優
勝

　

チ
ー
ム
太
子

◆
羽
曳
野
市
長
杯　

第
３
位

　

太
子
町
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

◆
葛
城
市
竹
内
街
道
・
横
大
路（
大
道
）

　

１
４
０
０
年
記
念　

小
学
生
相
撲
大
会

　

個
人
の
部（
６
年
生
）　

第
３
位

　

森
永　

将
広（
磯
長
小
６
年
生
）［
写
真
中
央
］

○混合ダブルス（11月17日）
　優　勝　　出田　俊三
　　　　　　西脇佐登美　
　準優勝　　十時　久延
　　　　　　西村恵美子
　第３位　　寺村　昌文
　　　　　　武藤　淳子
○男子ダブルス（11月24日）
　優　勝　　十時　久延
　　　　　　山田　善昭　
　

　準優勝　　田中　春樹
　 　　中嶋　隆勝
　第３位　　小川　真一
　　　　　　安楽　睦大
○女子ダブルス（12月 1日）
　優　勝　　西山　華絵
　　　　　　榎本奈緒子　
　準優勝　　常陰いく子
　　　　　　槌野佳保里
　第３位　　関本　友香
　　　　　　水口　史子

二上杯テニス大会（太子町テニス大会）

はなまる人敬
称
略
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▪
あ
れ
こ
れ
と
明
日
の
段
取
り
懐
手	

小
路
喜
与
志

▪
深
吉
野
に
ご
と
ん
と
水
車
秋
深
む	

麻
野　

明
子

▪
木
枯
し
に
身
を
こ
ご
ま
せ
て
招
き
猫	

明
石　

志
郎

▪
足
る
を
知
る
齢
と
な
り
て
木
の
葉
髪	

増
尾　

春
江

▪
降
っ
て
止
み
又
も
降
り
出
す
時
雨
か
な	

高
田　

正
裕

▪
こ
の
わ
た
や
仏
の
夫
と
差
し
向
か
ひ	

平
木
佳
代
子

▪
茶
室
へ
と
声
を
ひ
そ
め
て
敷
松
葉	

西
村
美
智
子

▪
句
碑
訪
ひ
て
一
句
を
得
た
り
冬
ぬ
く
し	

丸
山　

秀
子

▪
土
瓶
蒸
し
松
茸
の
香
に
し
ば
し
酔
ひ	

余
保　

英
代

▪
て
の
ひ
ら
に
転
ぶ
丸
薬
今
朝
の
冬	

杉
山　

豊
子

▪
蕎
麦
の
花
白
馬
三
山
目
の
前
に	

岡
野　

秀
子

▪
桔
梗
咲
き
阿
波
野
青
畝
の
生
家
か
な	

南　
　

魚
水

▪
子
の
夢
を
親
が
後
押
し
親
子
鷹	

笹
部　

次
夫

▪
人
生
は
何
時
も
か
な
わ
ぬ
夢
ば
か
り	

川
村　
　

勧

▪
さ
っ
そ
う
と
夢
の
中
で
は
八
頭
身	

春　
　
　

子

▪
人
生
を
楽
し
く
生
き
る
夢
と
笑
み	

上
田　

久
子

▪
初
夢
は
馬
が
平
和
な
野
を
駆
け
る	

籾
山　
　

隆

▪
現
実
と
夢
の
中
で
は
大
違
い	

山
本　

博
子

▪
夢
は
夢
や
っ
ぱ
り
は
ず
れ
た
三
億
円	

桑
原　
　

優

▪
せ
め
て
夢
見
た
い
あ
の
人
も
う
一
度	

上
田
美
佐
子

▪
富
士
山
に
夢
で
い
い
か
ら
登
り
た
い	

三
浦
冨
美
子

▪
お
日
様
の
に
お
い
の
ふ
と
ん
で
夢
の
中	

上
田　

恒
子

▪
夢
に
見
た
逝
き
し
あ
の
人
今
い
ず
こ	

吉
村
阿
佐
緒

▪
退
職
し
趣
味
に
没
頭
無
我
夢
中	

奥
田　

芳
江

▪
未
解
決
夢
の
つ
づ
き
は
い
つ
の
夜
か	

山
下　

和
男

▪
青
春
の
夢
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け	

奥
田　

早
苗

▪
夢
、
大
き
く
楽
し
い
八
十
路
を
歩
み
ま
す	

植
田　

清
子

■
ゆ
ず
り
ま
す

•

新
生
児
用
の
お
風
呂
、お
風
呂
椅
子［
無
料
］

•

哺
乳
瓶
を
消
毒
す
る
入
れ
物［
無
料
］

•

ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク［
無
料
］

•

テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
１
本
・
ボ
ー
ル
８
個

［
無
料
］

•

ス
キ
ー
ウ
エ
ア（
女
性
用
Ｍ
サ
イ
ズ
）

［
無
料
］

•

女
児
用
服
（
100
〜
110
㎝
）［
無
料
］

　
■
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い

•

大
正
琴［
無
料
］

◎
ゆ
ず
り
た
い
も
の
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
も
の
が
あ
れ
ば
、
消
費
生
活
友
の

会
会
員
ま
た
は
事
務
局
、
に
ぎ
わ
い

ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ　

☎（
９
８
）

５
５
２
１
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ズンバ体験会
　ズンバとは、ラテンの音楽に合わせて楽しくやせ
るダンスエクササイズです。
　興味のある人はお問い合わせください。
［と　き］毎月　日曜日　２回（不定期）

午後７時〜８時
［ところ］町立総合体育館　サブアリーナ
◆問合せ　今川　☎090−9544−9588

俳
句

敬
称
略

川
柳

　

夢

敬
称
略

●
２
月
号
の
題
は「
立
」（
締
め
切
り
１
月
５
日
）。
３
月
号
の
題
は「
道
」

（
締
め
切
り
２
月
５
日
）
で
す
。

公
民
館
行
事
予
定
表　

１
月

▼
飾
り
巻
き
寿
司
教
室

　
　

１
月
23
日（
木
）　

　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
寿
学
級
健
康
体
操
教
室

　
　

１
月
18
日（
土
）・
25
日（
土
）

　
　

午
後
２
時
〜
４
時

お
は
な
し
ひ
ろ
ば　

１
月

［
と　

き
］
１
月
18
日（
土
）

［
と　

き
］
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

［
と
こ
ろ
］
町
立
図
書
室　

　

詳
し
く
は
図
書
室
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。	

（
☎
９
８-

５
５
２
６
）

ひとのうごき
	 （　）内は前月比

	人　口	14,159人人（− 8）	 転入	 13人
	 男	 6,940人人（− 6）	 転出	 20人
	 女	 7,219人人（− 2）	 出生	 10人
	世帯数	 5,326世帯（＋ 2）	 死亡	 11人

まちの面積　　14.17㎢
（12月₁日現在）

　こんぺいとう広場では、やわらぎ・松の木両保育園で
園庭開放を行っています。
　予約は不要です。なお、育児相談は、毎週水曜日の保
健センターの相談日をご利用ください。
［と　き］○やわらぎ保育園　１月15日（水）

○松の木保育園　　１月21日（火）
受付時間　午前９時45分〜10時

［対　象］１歳〜４歳未満のお子さんと保護者
［内　容］各園へお問い合わせください。
〔※�着替え、水筒（お茶）、タオルなどをお持ちください。
〔※�おもちゃ、お菓子は持ってこないでください。
〔※車での来園はご遠慮ください。
◆問合せ　やわらぎ保育園　　☎98−0063
　　　　　松の木保育園　　　☎98−2882
　　　　　健康増進グループ　☎98−5520

こんぺいとう広場

　子育ての悩み、共有してみませんか？
　子どもの事、学校の事など、いろいろ楽しくおしゃべり
する集まりです。
　どなたでも、お子さんとご一緒でも参加して頂けます。
お気軽にお越しください。
［と　き］１月21日（火）・28日（火）

午前10時〜11時30分
［ところ］町立公民館２階
◆問合せ　学務指導グループ　☎98−5532

子育て “わいわい広場 ”
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受けましょう！がん検診
［場所］町立保健センター
※�検診費用として、各項目ごとに500円
が必要です。

乳がん検診
［視触診とマンモグラフィ検査］

実施日　２月17日（月）午前
対象者　40歳以上の女性
　　　　�〈昭和48年以前の偶数年生ま

れの人〉
定　員　54人

子宮がん検診
実施日　２月17日（月）午後
対象者　20歳以上の女性
　　　　�〈昭和64年以前の偶数年生ま

れの人、平成５年・３年・元
年生まれの人〉

定　員　80人

※�子宮がん・乳がん検診は２年に１度
の受診となります。（昨年度検診を
受けられなかった人は、お問い合わ
せください。）
※�セットでの予約は埋まっています。
ご了承ください。

◎�検診は予約制です。電話でお申込み
ください。受付は、検診実施日の１
週間前まで。ただし、定員になり次
第締め切ります。
◎�職場などで検診を受ける機会のある
人は、対象となりません。

◆問合せ
　健康増進グループ　☎98―5520

　太子町国民健康保険に加入されてい
る40歳〜75歳未満の人に、特定健康
診査の受診券を送付しています。期間
内に受診してください。
［受診期間］平成26年３月31日まで
※�受診券の有効期限内でも、国民健康
保険の資格を喪失した時点で使用で
きません。
◆問合せ　
　保険医療グループ　
　☎98−5516

特定健康診査の受診は
お済みですか？

●あなたの骨は大丈夫？？
　骨・コツ予防教室
〜骨粗しょう症予防のために〜
　骨を強くし、活動的なからだを手に入
れるために、カルシウムたっぷりのメ
ニューと、簡単で手軽にできる運動方法
を楽しく学びませんか。
　どちらか一日だけの参加も可能ですの
で、スケジュールに合わせてご参加くだ
さい。
［対　象］�骨量の維持・増加に関心のあ

る概ね70歳未満の人
［申　込］�各日の４日前までにお申込み

ください。
［費　用］無料

【栄養編】
［と　き］１月24日（金）

午前10時〜午後１時
［ところ］町立保健センター２階　調理室
［定　員］20人
［持ち物］エプロン・三角巾・手拭タオル

【運動編】
［と　き］１月31日（金）

午後１時30分〜３時30分
［ところ］町立万葉ホール
［定　員］30人
［持ち物］�動きやすい服装と靴、水分補

給用のお茶

●プレママ・パパ教室
　もうすぐママ・パパになる人を対象に
「プレママ・パパ教室」を行います。
　１日だけの参加も可能です。ぜひご参
加ください。
［と　き］
１月19日（日）
受付：午前９時15分〜
実施：午前９時30分〜11時30分
２月18日（火）、　３月18日（火）
受付：午後０時45分〜
実施：午後１時〜３時

［ところ］町立保健センター
［内　容］
１月19日　沐浴実習

パパの妊婦体験
２月18日　助産師さんに聞いてみよう

プレママの食事
３月18日　歯科衛生士の歯の話

先輩ママに聞いてみよう
［参加費］無料
※�事前申込必要。お電話でお申込みくだ
さい。

●がん検診無料クーポン券の
　有効期限が迫っています！！
　対象者に、８月上旬にお送りしました
がん検診無料クーポン券の利用期間は、
平成26年２月28日（金）までです。
【今後の健診】
○乳がん・子宮がん検診
•集団検診日
　２月17日（月）
　町立保健センターで行います。
•個別検診期限
　２月28日（金）まで
　各医療機関で行います。
※�各医療機関の状況で、有効期限までに
予約が取れない場合がありますので、
お早目にご予約ください。
○大腸がん検診
•クーポン専用検診日
　１月20日・31日・２月18日・24日
　※事前予約が必要。
　※�40歳の人には、大腸がん検診の検
便容器を送付していますので、お手
軽にクーポン専用検診日に町立保健
センターまでご持参ください。

　詳しくは、広報太子平成25年８月号
をご覧いただくか、お問い
合わせください。

●二種混合（ジフテリア・破傷風）
　予防接種

　二種混合（ジフテリア・破傷風）の予
防接種は、乳幼児期に接種する三種混合
（ジフテリア・破傷風・百日せき）予防
接種の追加接種を行うためのもので、ま
だ受けていない人は、受けて頂くことを
お勧めします。
　なお、乳幼児期に三種混合予防接種を
１度も接種されていない場合、より基礎
免疫をつけるために、三種混合予防接種
の任意（自己負担）での接種が必要とな
る場合がありますので、ご注意ください。
［対象者］
11歳以上13歳未満の人（標準的な接種
年齢は小学校６年生の間）
［実施医療機関］
富田林医師会管内の各予防接種実施医
療機関。
※詳しくは、お問い合わせください。
［費　用］無料

　◆問合せ　
　　健康増進グループ　☎98−5520
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●母子保健
　　　　保健センター（２階すこやかホール）

備　　　　　考

場所

種　　類
4 か 月 児 健 診
1歳6か月児健診

すこやかホール開放

赤ちゃん会ぷらす

対　　象　　児
 平成25年8月13日～平成25年9月9日生まれ
 平成24年5月～6月生まれ

就園前までのお子さんと保護者

1歳6か月までのお子さんと保護者

実　施　日
9日（木）
10日（金）

8日（水）
22日（水）

15日（水）
29日（水）

みんなで遊べるようホールを開放しています。
身体計測・相談の希望者は母子手帳を持参し、
　受付時間内にお越しください。
【受付時間】9：30～10：00
【実施時間】9：30～11：30
「赤ちゃん会ぷらす」のイベントデーは15日
【内　　容】「離乳食講座」（予約不要）

　 ★かならず母子健康手帳を
　 お持ちください。

【受付時間】13：00～13：15
対象者の人には案内通知します。

富田林保健所場所・問合せ保健センター
●健康相談
場所

種　　類 実施日 実施時間 内　　容

毎週水曜日

9：30
～
11：30

赤ちゃんから、
お年寄りまで
の健康・栄養に
関する悩みに
アドバイスしま
す。お気軽に
お越しください。
（電話相談可・
随時受け付け
ています）

保健師による
健 康 相 談

8日（水）
22日（水）
29日（水）

栄養士による
食 生 活 相 談

種　　類 実施日 実施時間 備　　考

こころの健康相談 予約制
9：30
～
17：00

電話で予約必要

エ イ ズ に
関 す る 相 談

月～金
（祝日除く）

9：30
～
17：00

予約不要
電話相談可

血 液 検 査
［エイズ・梅毒・クラミジア］

第1･3
水曜日

13：00
～
14：00

予約は不要で、匿名での検査
も可
エイズ抗体検査は無料
そのほかは手数料が必要にな
る場合あり

血 液 検 査
［肝炎ウィルス検査］

第3
水曜日

9：30
～
10：30

電話で予約必要
（先着順・無料）

飲用水･井戸水検査
腸 内 細 菌 検 査
寄 生 虫 卵 検 査

毎週月曜日
（月曜が祝日
の時は翌日）

9：30
～
11：30

検査手数料が必要

医 療 機 関 に
関 す る 相 談

月～金
（祝日除く）

9：00
～
17：30

予約不要
12:15～13:00は行っていませ
ん

●健康づくり
種　　　類 実施日 実施時間 内　　　　　容

町内ウォーキング 6日（月）
毎月第1月曜

9：30～
太子町内の3㎞または6㎞のウォーキングコースを歩きます。
町立保健センター集合。雨天中止。ストックは貸出有。
※水分補給のため、飲み物をご持参ください。ストックウォーキング 21日（火）

毎月第3火曜

　　　　健康増進グループ（保健センター内）　　
　　　　　　　　　　☎98ー5520
　富田林保健所　　　☎23ー2681

消防署では、午後8時～翌朝8時まで、小児救急診療の当番
病院を紹介し、場合によっては救急車での搬送を行います。
※土曜・日曜・祝日・年末年始は午後4時～翌朝8時

　病院に行ったらいいの？救急車を呼んだ
方がいいの？応急手当の仕方が分からない。
など、救急医療相談を「医師」「看護師」「相
談員」が24時間受け付けます。
《緊急時は迷わず119番へ》

　夜間の子どもの急病時、病院に行った方
がよいかどうか判断に迷ったときは、お電
話ください。
　｢こどもの救急」ホームページ（http://
kodomo－qq.jp/）でも、受診判断の目安
となる情報を掲載していますので活用して
ください。

【午後8時～翌朝8時】
☎＃8000

（携帯電話・固定電話（プッシュ回線））

☎06－6765－3650
（固定電話（ＩＰ・ダイヤル回線など))

【24時間・365日】
☎＃7119

（携帯電話・固定電話（プッシュ回線））

☎06－6582－7119
（固定電話（ＩＰ・ダイヤル回線など))

富田林市消防署
☎25－1122

小児科

休　　日
急病診療

小児急病
診療紹介

救急医療
相談窓口

大 阪 府
小児救急
電話相談

内科・歯科

種類 診療場所 診療日 受付時間
休日診療所 ☎28－1333
富田林市向陽台1－3－38 日 曜 日

祝　　日
年末年始

午前9時～11時30分
午後1時～ 3 時30分富田林病院 ☎29－1121

富田林市向陽台1－3－36
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